
多様な人間・社会の理解および
それにもとづく寛容と共生への志向、

社会の一員としての自覚

専門分野の知識、探求方法、
それらの

現場の課題発見・解決での活用力

批判的思考力、情報リテラシー、
協働的対人能力、対話力・語学力

DP2・学際性 DP1・専門性 DP3・汎用性

4年次

3年次

2年次

1年次

社会
学科
DP

DP2・学際性 DP1・専門性 DP3・汎用性

令和７年度入学生用 カリキュラム・ツリー 人文社会科学部社会学科

専門分野科目
（各コース・分野概論等）

専門分野科目（各コース概論）

発展科目
各専門分野の講義科目

卒業論文

教養科目
個別分野・学際
キャリアデザイン

教養科目
語学・情報処理

新入生セミナー

フィールドワーク
基礎演習

専門コア科目
各専門分野の演習・実習科目

学
部
共
通

学
部
共
通

研究主題に応じて他分野の
発展科目等を履修する（学際）

卒業演習

研究演習

基盤科目

自由科目
研究主題に応じて
他学科科目等履修

学
科
横
断
科
目

国
際
日
本
学

※各科目グループの個別の科目名については社会学科別表を参照してください（備考に科目グループが示してあります）。

Intercultural Community Building



前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

※教養基礎科目…在学中や卒業後に必須となる基本的スキル・素養・実践力を身につけるための科目

※教養展開科目…広い意味の教養（問題発見・解決能力・視野の広さ・思考の柔軟性・問題意識の高さ等）を身につけるための科目

※選択必修科目…選択科目のうち、卒業要件において修得する単位数が定められている（※）科目

購読

言語文化学科　2025(令和７）年度入学生カリキュラムツリー　　※AP・CP・科目区分との関係を茶色の矢印、科目区分の体系性を青色の三角矢印で示す

１年 ２年 ３年 ４年

人文社会科学領域の学問に対す

る学習意欲とそのための基礎学

力を有する

論理的思考力、文章読解力、表

現力、コミュニケーション能力

基盤的教養、国語力、外国語能

力

アドミッション

ポリシー

DP1 教養と情報リテ

ラシー

DP2 国際感覚、コ

ミュニケーション能

力（日本語表現力、

外国語運用能力）

ディプロマポリシー

DP3 研究課題の設

定、探究力、問題解

決力、自己の見解を

伝える表現力

情報処理・ＤＳ演習

数理・ＤＳ入門

新入生セミナー

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

キャリアデザイン

英語演習

教養科目（必修17単位・選択11単位）
初修外国語

英語科目 英語科目

教養展開科目

選択

教養展開科目

多様化社会の理解と自

律的キャリア形成

Basic Lecture in 
Global Japan 

Studies I

リーダーシップI

Basic Lecture in 
Global Japan 

Studies II

心理学概論

（学科横断科目）

法哲学

（学科横断科目）

その他の

学部共通専門科目

その他の

学部共通専門科目

(夏）海外研修I

学部共通専門科目

（必修４単位)

4単位を越えて修得した単位は自由科目区分へ （ここに挙げる科目名は履修例）

オーラル

イングリッシュI

（ドイツ語・フランス

語・中国語 コミュニ

ケーション）

文学概論II

オーラル

イングリッシュII

（ドイツ語・フラン

ス語・中国語 コ

ミュニケーション）

アカデミック

ライティングⅠ

地域文学文化基礎論I

学科専門科目・基盤科目 12科目24単位以上

導入科目3科目6単位選択必修；語学科目3科目6単位選択必修（ここに挙げる科目名は履修例）

～文学史II

（英米・中国）

～文学史I

（英米・中国）

英米文学文化基礎演習Ⅰ 英米文学文化基礎演習Ⅱ

～事情

（英米・ドイツ・フランス）

専修基礎科目 4科目8単位以上選択必修

専修科目

36単位以上

（ここに挙げる科目名は履修例）

専修発展科目

（ここに挙げる科目名

は履修例）

文学概論I

卒業論文 必修８単位

教養

専門語学系科目

学部共通専門科目

教養

科目群とＤＰ

との関係

凡 例

教養基礎科目

教養展開科目

学部共通専門科目

専門科目（基盤科目・専修科目）

専門科目（語学科目）

専門科目（必修科目）

他学科・他学部専門科目

他学科/他学部

専門科目

海外展開する企業の

企画・営業職

企業の総合職

公務員（国際感覚を

身につけ、かつ地域

の魅力創出・発信に

専門性を持つ）

教職

等

想定される

進路・就職先

卒業論文

各科目群における必要選択単位以外に、

自由科目20単位以上

選択20単位

（※）卒業要件及び履修方法

124単位以上

教養科目28単位（必修17単位、選択科目11単位）以上。

専門科目76単位以上（必修12単位。選択必修：学部共通専門科目から4単位以上；学科の基盤科目24単位以上；学科の専修発展科目36単位以

上）ただし、学科専門科目の基盤科目のうち基盤科目導入科目から6単位以上、基盤科目語学科目から6単位以上、専修基礎科目から8単位以

上。

自由科目20単位以上（他学科、他学部、他大学の専門科目、及び教養科目区分と専門科目区分で所要単位数を超えた単位を自由科目単位とし

て数えることができる）

初修外国語

地域文学文化基礎論II

アカデミック

ライティングⅡ

英語表現法I 英語表現法II

専門～語基礎

（英語・ドイツ語・フラン

ス語・中国語・スペイン

語・韓国語）

英米文学文化各論Ⅰ 英米文学文化各論Ⅱ 英米文学文化演習Ⅱ

英米文学文化演習Ⅰ
～言語文化各論I

（日本・アジア）

翻訳論

課題演習I 課題演習II

映像文化論

～学概論I

（日本語・英語・フ

ランス語）

～言語文化基礎講読I

（日本・アジア）

～言語文化基礎講読II

（日本・アジア）

ヨーロッパ言語文化

入門 その他の

専修発展科目I

他学科/他学部

専門科目

課題研究I

課題研究II

専門基盤科目

専門基盤科目

課題演習・研究

専門語学系科目

専門専修科目

専門基盤科目

人文社会科学部学術憲章

～語会話・作文

（フランス語・ドイ

ツ語・中国語）

～文学史I

（日本・ドイツ）

～文学史II

（日本・ドイツ）

必修２単位

必修２単位

言語学基礎論II

言語学基礎論I

言語学概論I 言語学概論II

教養語学科目

教養語学科目

卒業論文

卒業論文

初修外国語 初修外国語



人文社会科学部法学科（昼間コース）　令和７年度入学生用カリキュラム・ツリー

※一般教養科目（全学教育科目）…大学生として学んで行く上で共通に身につけておく必要のある基礎的な知識・スキルや教養についての科目（大学教育センター『２０２３年度 履修案内』1頁）

※経済法…公法と私法との混合分野であり、憲法、行政法、民法、会社法との関係が特に重視されている（例えば根岸哲＝杉浦市郎（編）『経済法〔第5版〕』6―8頁（法律文化社、2010年））。ここでは便宜上、私法と経済法とで一つの分類とする。

 公法系

２

年

次

１

年

次

 専門演習

 一般教養科目

 卒業論文
４

年

次

 演習系科目

３

年

次

 自由科目

＜1～4年＞

他学部・他大学等の専門科目、学科

横断科目に該当しない他学科専門科

目（但し、所要単位数を超えて修得

した場合にはその超過分）

＜学科横断科目　1～3年＞

※キャリア支援科目…キャリア形成支援のための科目

※学部共通専門科目…広い視野を身につけ、ものごとを総合的に判断できるよう、学際的な学びを確保するための専門科目群

※自由科目…他学科・他学部および他大学等の専門科目ならびに教養科目区分および専門科目区分で所要単位数を超えた単位数。

 私法・経済法系 学部共通科目 国際系  政治・行政系  その他

※法学科専門科目…昼間コース所属学生が在学中に学ぶべき法律学・政治学から成る専門科目群。

 基礎法学系

  基礎科目（必修）

 基礎科目（選択）

＜2～4年＞

DP6［国際感覚］国際社会に存在する文

化、価値、利害等の多様性を理解し、そ

のなかで適切に自己を発信する力を身に

つけている。

新入生セミナー

キャリア形成科目

（キャリアデザイ

ン）

健康体育

初修外国語（ドイ

ツ語、フランス語、

中国語、スペイン

語、現代韓国

語）

英語（英語コ

ミュニケーショ

ン 、英語演習、

など）

数理・データサ

イエンス（数

理・データサイ

エンス入門、情

報処理・データ

サイエンス演

習）

教養展開科目（人

文・社会科学、自

然科学、学際領域

A(地域志向科目)、

学際領域B）

卒業論文

憲法総論・統治機構 人権総論 民法総論

法学入門

刑法総論Ⅰ

法学・政治学案内

刑法総論Ⅱ

政治学Ⅰ 政治学Ⅱ

専門演習Ⅰa

専門演習Ⅰb

専門演習Ⅱa

専門演習Ⅱb

法哲学

法社会学

法制史

人権各論

担保物権法

会社法

債権総論Ⅱ

債権総論Ⅰ

不法行為法

物権総論 債権各論

親族・相続法

社会保障法

知的財産法

商法総則・

商行為法

労働法

経済法

金融商品取引法

保険法

手形小切手法

刑法各論Ⅰ

刑法各論Ⅱ

行政作用法

行政法総論

刑事訴訟法Ⅰ

刑事訴訟法Ⅱ

刑事政策

行政救済法

税法

Law and
Globalization

国際法各論Ⅰ

国際法各論Ⅱ

国際法総論

国際政治

国際政治史

国際関係論

Global Politics

Japan in World
Affairs

法学・政治学

特殊講義Ⅰ

法学・政治学

特殊講義Ⅱ

進路・就職先

公務員（出身地の

地方公務員、国家

公務員：県庁、市

役所、警察官、各

種省庁、裁判所事

務官、検察事務官、

国税専門官、財務

専門官、など）

国立大学法人職員

民間企業等（銀行、

信用金庫、保険、証

券、IT・システム系、

コンサルティング、

マーケティング、広

告・メディア、物流、

インフラ系、エネル

ギー、鉄道、自動車、

住宅・不動産関連、

製造業、食品、各種

法律事務所、など）

法科大学院進学（東

京大学、神戸大学、

名古屋大学、千葉大

学、早稲田大学、慶

應義塾大学、中央大

学、上智大学、明治

大学、学習院大学、

南山大学、など）

日本政治外交史

政治思想

地方自治論

公務労働の世界

政治過程論

行政学

＜1～2年＞

＜1～3年＞

多様化社会の理解
と自律的キャリア

形成

地域社会と新聞

Basic Lecture in 
Global Japan 

StudiesⅠ・Ⅱ

＜1～4年＞

海外研修Ⅰ～Ⅴ

オンライン留学

Ⅰ・Ⅱ

＜1～2年＞

地域メディア論Ⅰ

＜2～3年＞

地域メディア論Ⅱ

リーダーシップ

Ⅰ・Ⅱ

Basic Seminar in 
Global Japan 

StudiesⅠ・Ⅱ

＜3～4年＞
Seminar in 

Global Japan 

StudiesⅠ・Ⅱ

人間学概論

心裡学概論

歴史学概論

社会学概論

文化人類学概論

哲学概論

臨床心理学概論

社会心理学概論

日本史概論

世界史概論

考古学概論

地域文学文化

基礎論Ⅰ

地域文学文化

基礎論Ⅱ

言語学基礎論Ⅰ

企業経済論

日本経済論

ミクロ経済学Ⅰ

言語学基礎論Ⅱ

DP5［地域理解］地域社会の創造的な発

展のために、よきガバナンスを構想し、

リーダーシップを発揮する力を身につけ

ている。

DP4［市民性］社会を構成する主体性を

持った市民として、よき公共性の実現に

貢献する力を身につけている。

DP3［態度・志向性］学内外における主

体的な活動を通して、他者との協働性や

自らの考えを提示する能力を身につけて

いる。

DP2 ［分析・思考力］現代社会に生じる法

的・政治的諸事象を分析し、一定の解決を

導く能力を身につけている。

DP1 ［知識・理解］法律学、政治学の

基本的素養及び幅広い教養を身につけ

ている。

民事訴訟法

マクロ経済学Ⅰ

凡 例 １

一般教養科目（全

学教育科目）

法学科専門科目

学部共通専門科目

キャリア支援科目

凡 例 ２（矢印の色）

・赤色：演習系科目の年次進行とDPとの関連性

・黄土色：一般教養科目とDPとの関連性

・緑色：法学系科目の年次進行・相互関係とDPとの関連性

・水色：国際系科目（政治学・法学）の年次進行・相互関係とDPとの関連性

・紫色：政治学系科目の年次進行・相互関係とDPとの関連性

・茶色：隣接領域の基礎科目・専門科目（学部共通科目・自由科目）とDPとの関連性

デ
ィ
プ
ロ
マ

ポ
リ
シ
ー



人文社会科学部法学科（夜間主コース）　令和７年度入学生用カリキュラム・ツリー

 

　

※自由科目…本学部の経済学科で開講する学科専門科目および夜間主コース法学科専門科目の所要単位数を超過した法学科専門科目

※キャリア支援科目…キャリア形成支援のための科目

※経済法…公法と私法との混合分野であり、憲法、行政法、民法、会社法との関係が重視されている（例えば根岸哲＝杉浦市郎（編）『経済法〔第5版〕』6―8頁（法律文化社、2010年））。ここでは便宜上、私法と経済法とで一つの分類とする。

※昼間コース法学科専門科目…昼間コース別表にある法学科専門科目（演習形式の講義を除く）。夜間主コース専門科目に含んでいる（『学生便覧2023年度版』39頁参照）。

２

年

次

１

年

次

※一般教養科目（全学教育科目）…大学生として学んで行く上で共通に身につけておく必要のある基礎的な知識・スキルや教養についての科目（大学教育センター『２０２３年度 履修案内』1頁）

※夜間主コース法学科専門科目…夜間主コース所属学生が在学中に学ぶべき法律学を中心とする専門科目群

私法・経済法系

３

年

次

経済学科・法学

科開講科目

 基礎科目   基礎法学系  国際系  政治・行政系  その他  自由科目 一般教養科目

４

年

次

  専門演習  公法系

DP6［国際感覚］国際社会に存在す

る文化、価値、利害等の多様性を

理解し、そのなかで適切に自己を

発信する力を身につけている。

新入生セミナー

健康体育

初修外国語（ドイ

ツ語、中国語）

英語（英語演習、

英語コミュニケー

ション A、など）

数理・データサイ

エンス（数理・

データサイエンス

入門、情報処理・

データサイエンス

演習）

教養展開科目（自

然科学、学際領域

A(地域志向科目)、

学際領域B）

憲法総論・

統治機構

人権総論

民法総論

法学入門

刑法総論Ⅰ

法学・政治学

案内Ⅰ

刑法総論Ⅱ

政治学Ⅰ

政治学Ⅱ

専門演習a

専門演習b

専門演習d

専門演習c

担保物権法

会社法

債権総論Ⅱ

債権総論Ⅰ

不法行為法

物権総論

債権各論

親族・相続法

社会保障法

民事訴訟法

知的財産法

商法総則・

商行為法

労働法

経済法

金融商品取引法

保険法

手形小切手法

刑法各論Ⅰ

刑法各論Ⅱ

行政作用法

行政法総論

刑事訴訟法Ⅰ

刑事訴訟法Ⅱ

刑事政策

税法

国際法各論Ⅰ

国際法各論Ⅱ

国際政治

進路・就職先

公務員（出身地の

地方公務員、国家

公務員：県庁、市

役所、警察官、各

種省庁、裁判所事

務官、検察事務官、

国税専門官、財務

専門官、など）

国立大学法人職員

民間企業等（銀行、

信用金庫、保険、証

券、IT・システム系、

コンサルティング、

マーケティング、広

告・メディア、物流、

インフラ系、エネル

ギー、鉄道、自動車、

住宅・不動産関連、

製造業、食品、各種

法律事務所、など）

法科大学院進学（神

戸大学、名古屋大学、

北海道大学、など）

等

政治思想

DP5［地域理解］地域社会の創造的

な発展のために、よきガバナンスを

構想し、リーダーシップを発揮する

力を身につけている。

DP4［市民性］社会を構成する主体

性を持った市民として、よき公共性

の実現に貢献する力を身につけてい

る。

DP3［態度・志向性］学内外におけ

る主体的な活動を通して、他者との

協働性や自らの考えを提示する能力

を身につけている。

DP2 ［分析・思考力］現代社会に生

じる法的・政治的諸事象を分析し、

一定の解決を導く能力を身につけて

いる。

DP1 ［知識・理解］法律学、政治学

の基本的素養及び幅広い教養を身に

つけている。

海外研修Ⅰ

海外研修Ⅱ

オンライン留

学Ⅰ

外国書講読

専門演習l

専門演習k

専門演習j

専門演習i

専門演習h

専門演習g

専門演習f

専門演習e

法哲学

法社会学

リーダー

シップⅠ

リーダー

シップⅡ

法学・政治学

案内Ⅱ
法制史

行政救済法

国際法総論

オンライン留

学Ⅱ

国際政治史

国際関係論

Global Politics

Japan in World
Affairs

Law and 
Globalization

政治過程論

日本政治外交史

行政学

地方自治論

公務労働の世界

法学・政治学

特殊講義Ⅰ

法学・政治学

特殊講義Ⅱ

凡 例 １

一般教養科目（全学教育

科目）

夜間主コース法学科専門

科目

昼間コース法学科専門科

目

キャリア支援科目

カリキュラムの特徴：社会人学生が自らの関心に合わて履修計画を立てるよう、大半の科目を1年生以上配当にするとともに、必修科目を設置せず、すべて選択科目としている。同時

に、基礎科目から順に履修するよう履修指導も行っている。

凡 例 ２（矢印の色）

・赤色：演習系科目の年次進行とDPとの関連性

・黄土色：一般教養科目とDPとの関連性

・緑色：法学系科目の相互関係とDPとの関連性

・水色：国際系科目（政治学・法学）の相互関係とDPとの関連性

・紫色：政治学系科目の相互関係とDPとの関連性

・橙色：リーダーシップ養成科目とDPとの関連性

・黒色：自由科目（本学部の法学科及び経済学科で開講す る学科

専門科目）とDPとの関連性

デ
ィ
プ
ロ
マ

ポ
リ
シ
ー



人文社会科学部 経済学科（昼間コース）令和７年度入学生カリキュラムツリー

デ

イ

プ

ロ

マ

ポ

リ

シ

ー

必修演習科目

•新入生セミナー

•英語コミュニケー

ション，初修外国語

必修講義科目

•キャリアデザイン

必修実習科目

•数理・DS入門

•情報処理・DS演習

必修講義科目

• ミクロ経済学Ⅰ

• マクロ経済学Ⅰ

選択入門科目

• 経済情報処理，

経済数学Ⅰ

選択必修科目

• 統計学Ⅰ，日本

経済論，企業経

済論，簿記Ⅰ

必修演習科目

• 基礎演習Ⅰ

3

・

4

年

次

学

科

専

門

科

目

群

1

～
4

年

次

学

部

専

門

科

目

群

2

年

次

学

科

専

門

科

目

群

1

～
3

年

次

教

養

展

開

科

目

群

1

年

次

学

科

専

門

科

目

群

1

年

次

教

養

基

礎

科

目

群

【理論情報系講義】

•応用ミクロ経済学，

応用マクロ経済学，

国際経済学Ⅰ・Ⅱ，

経済統計学，計量経

済学，数量経済分析，

経済学説史

【経済政策系講義】

•日本経済史Ⅰ・Ⅱ，

経済史，地域政策

Ⅰ・Ⅱ，経済政策Ⅱ，

財政学Ⅱ，金融論Ⅱ，

地方財政論Ⅰ・Ⅱ，

社会保障論Ⅱ，地域

社会と産業，国際金

融論，地域金融論

【企業経済系講義】

•マーケティングⅠ・

Ⅱ，地域経営Ⅰ・Ⅱ，

経営戦略論，会計学

Ⅱ，世界経済論Ⅰ・

Ⅱ，アジア経済論

Ⅰ・Ⅱ

学科演習科目

•卒業論文

•経済学演習Ⅱa，Ⅱb

•経済学演習Ⅰa，Ⅰb

選択必修科目

• 統計学Ⅱ，ミクロ経済学Ⅱ，マクロ経済学Ⅱ，経済政策Ⅰ，

財政学Ⅰ，金融論Ⅰ，社会保障論Ⅰ，簿記Ⅱ，経営学Ⅰ，経

営学Ⅱ，会計学Ⅰ，企業倫理学

必修演習科目

• 基礎演習Ⅱ

• 基礎演習Ⅲ

学部共通演習

•Seminar in Global 
Japan Studies 

Ⅰ・Ⅱ，Basic 

Seminar in Global 
Japan Studies

Ⅰ・Ⅱ

学部共通講義

•多様化社会の理

解と自律的キャ

リア形成，Basic 

Lecture in Global 
Japan Studies

Ⅰ・Ⅱ，地域メ

ディア論Ⅰ・Ⅱ

など

学科横断科目（社・

言・法学科提供）

•心理学概論，歴

史学概論，地域

文学文化基礎論

Ⅰ・Ⅱ，法哲学，

公務労働の世界

など

学部共通実習

•海外研修Ⅰ～Ⅳ，

オンライン留学

Ⅰ・Ⅱ，リー

ダーシップⅠ・

Ⅱ

教養講義科目

•英語演習，初修

外国語，教養領

域A・B，学際領

域A・Bなど

DP-1.専門的知識

経済・経営関連の総合

的・基礎的知識習得を修

得している

DP-2. 問題処理能力

問題発見・解決能力，コ

ミュニケーション力（協

調性，独創性，国際性）

を修得している

DP-3. 社会的実践

経済・社会問題の所在を

認識したうえで，自発的

に学習・行動し，成果を

社会に還元していこうと

する積極的姿勢を備えて

いる

DP-4. 地域社会との連携

地域の様々なアクターと

積極的に関わり，地域社

会における多様な意見・

ニーズを吸収できる

DP-５. 一般的教養

幅広い分野の知識と教養

を身につけ，専門知識の

より深い理解と社会的実

践に活用している



人文社会科学部 経済学科（夜間主コース）令和７年度入学カリキュラムツリー

デ

イ

プ

ロ

マ

ポ

リ

シ

ー

3

・

4

年

次

学

科

専

門

科

目

群

2

年

次

学

科

専

門

科

目

群

1

～
3

年

次

教

養

展

開

科

目

群

1

年

次

学

科

専

門

科

目

群

1

・

2

年

次

教

養

基

礎

科

目

群

演習科目

•卒業論文

•経済学演習Ⅱa，Ⅱb

•演習研究論文

•経済学演習Ⅰa，Ⅰb

【理論情報系講義】

ミクロ経済学Ⅱ，マク

ロ経済学Ⅱ，

国際経済学Ⅰ・Ⅱ，統

計学Ⅱ，経済統計学，

計量経済学，数量経済

分析

【経済政策系講義】

日本経済史Ⅰ・Ⅱ，地

域政策Ⅱ，経済政策Ⅱ，

財政学Ⅱ，金融論Ⅱ，

地方財政論Ⅰ・Ⅱ，社

会保障論Ⅱ，現代産業

論，国際金融論

【企業経済系講義】

マーケティングⅠ・Ⅱ，

地域経営Ⅰ・Ⅱ，経営

学Ⅱ，地域経営Ⅱ，会

計学Ⅱ，世界経済論

Ⅰ・Ⅱ，アジア経済論

Ⅰ・Ⅱ，企業倫理学

3

・

4

年

次

学

科

専

門

科

目

群

２

～
4

年

次

学

科

専

門

科

目

群

専門講義科目

・健康体育実技

・健康体育演習

実技・演習選択科目

経済理論入門

現代経済入門

入門講義科目

社会科学基礎演習

必修演習科目

ミクロ経済学Ⅰ，マクロ経済学Ⅰ，統計学Ⅰ，地域政策Ⅰ，

経済政策Ⅰ，財政学Ⅰ，金融論Ⅰ，社会保障論Ⅰ，経営学Ⅰ，

地域経営Ⅰ，会計学Ⅰ，経済学説史，日本経済論

基礎講義科目

外書講読Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

演習科目

新入生セミナー

数理・DS入門

情報処理・DS演習

必修演習科目

英語（必修）

英語（選択）

初修外国語（必修）

初修外国語（選択）

語学演習科目

教養領域B

教養展開科目

経済・経営関連の総合

的・基礎的知識習得を

修得している

DP-1.専門的知識

問題発見・解決能力，

コミュニケーション力

（協調性，独創性，国

際性）を修得している

DP-2. 問題処理能力

経済・社会問題の所在

を認識したうえで，自

発的に学習・行動し，

成果を社会に還元して

いこうとする積極的姿

勢を備えている

DP-3. 社会的実践

地域の様々なアクター

と積極的に関わり，地

域社会における多様な

意見・ニーズを吸収で

きる

DP-4. 地域社会との連携

幅広い分野の知識と教

養を身につけ，専門知

識のより深い理解と社

会的実践に活用してい

る

DP-5. 一般的教養


